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○飛来方向の物質有無（2次元） ◎散乱位置の物質有無（3次元） 
     ウラン等の核燃料物質位置を識別可能 

○識別能力：1m程度 ◎識別能力：30cm程度 

◎１つの小型検出器（早期適用可） ○２つの大型検出器（開発中） 

ミュオン粒子による原子炉内部の透視 
原子炉内燃料デブリ検知技術の開発  

IR ID  2015  

【研究目標】 【開発課題】 

①ミュオン粒子による透視技術には二つの測定方法がある 

燃料デブリ取出工法の戦略立案や取出装置
の開発に資するため、ミュオン粒子を利用して
原子炉内の燃料デブリ分布情報を得る 

燃料や燃料デブリを一定の大きさの精度で 
     識別できる装置を開発 
高放射線環境下でも動作する装置を開発 

②１号機で透過法により96日間測定を実施（H27年2月12日～5月19日） 

 1号機では、炉心部に大きな吸収体の塊は確認できないことから、燃料が存在していないと推定 
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（注）透過法測定装置の開発及び測定データの評価は、大学共同利用法人高エネルギー加速器研究機構（ＫＥＫ）に委託し実施された。また、測定機材の一部にはＫＥＫの機材も使用された。 
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格納容器 原子炉圧力容器と生体遮へい壁 
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透視対象 透視対象 

原子炉の境界 

格納容器の境界 
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の量が多く、白い部分
ほど少ない 

大 

＜測定装置のサイト内配置図＞ 
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透視画像（2次元） 測定装置 3次元解析結果 （外形：2.5mX2.0mX2.1m） 

原子炉建屋平面図 
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